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く
く
和
汲
三
オ
圏
会
》
是
編
纂
丁
日
本
江
戸
吋
代
的
］
部
百
科
事
典
。
作
者
寺
島
良
安
敷

彷
中
国
的
《
三
オ
圏
会
》
，
牧
乗
了
中
日
函
国
的
事
物
井
以
天
地
人
的
三
大
部
美
対
宇
宙

万
物
遊
行
分
美
。
《
和
汲
三
オ
閤
会
》
量
然
是
模
彷
《
三
オ
圏
会
》
編
纂
而
成
的
，
但
是

本
姶
文
通
辻
比
較
友
現
，
《
和
汲
三
オ
圏
会
》
ロ
ハ
是
在
三
オ
分
美
法
和
圏
文
井
用
方
面
受

くく

三
オ

閤
会
》
的
影
呵
較
大
，
在
項
目
的
分
美
与
整
体
杓
成
上
与
《
三
オ
圏
会
》
存
在
較

大
的
区
別
。

キ
ー
ワ
ー
ド
　
和
漢
三
才
図
会
　
三
才
図
会
　
分
類

は

じ
め
に

　
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
序
を
持
つ
寺
島
良
安
撰
『
和
漢
三
才
図
会
』
1
0
五
巻
、

首
尾
各
一
巻
（
計
八
一
冊
）
は
、
江
戸
時
代
の
絵
入
り
百
科
事
典
で
あ
る
。

　
寺
島
良
安
は
ど
の
よ
う
な
意
識
で
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
編
纂
し
た
の
か
。

　
寺
島
良
安
自
ら
が
「
自
序
」
に
、

　
　
ム
チ
ナ
ソ
ラ
フ

　
　
概

擬
］
I
王
－
氏
ノ
三
才
図
ー
〈
k
”
I
1
也
o
　
（
概
ね
王
氏
の
『
三
才
図
会
』
に
擬
ふ
な
り
。
）

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
明
・
王
折
、
王
思
義
父
子
撰
『
三
才
図

会
』
の
影
響
を
強
く
受
け
て
成
立
し
て
い
る
。

　
本
稿

は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
、
『
三
才
図
会
』
を
は
じ
め
と
す
る
類
書
・
古
辞
書
の

類
か

ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
の
か
を
構
成
の
上
か
ら
解
明
す
る
た
め
、
ま
ず
、

『三
才
図
会
』
の
成
立
、
日
本
へ
の
伝
来
と
そ
の
影
響
、
『
三
才
図
会
』

会
』
の
違
い
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

と
『
和
漢
三
才
図

一
、

『三
才
図
会
』
の
成
立

　
『
三
才
図
会
』
は
明
代
に
王
折
、
王
思
義
父
子
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
私
撰
類
書
で
あ

る
。
中
国
で
は
類
書
の
編
纂
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
明
代
に
至
っ
て
発
展
期
を
迎

え
た
。
明
代
二
七
〇
余
年
の
間
に
、
官
修
類
書
『
永
楽
大
典
』
を
は
じ
め
、
数
多
v
の

類
書
が
編
纂

さ
れ
た
。
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
に
よ
る
と
、
明
代
の
類
書
と
し
て
著
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ザ

は
さ
れ
た
も
の
は
十
三
部
、
存
目
は
百
二
十
部
以
上
を
数
え
る
。
ま
た
、
『
中
国
古
籍
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ニ

目
』
に
は
、
明
代
類
書
が
四
三
九
部
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　
明
代
に
類
書
が
発
展
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
張
雲
瑳
氏
は
、
次
の
三
点
を
指
摘
さ
れ

た
o
第
一
に
、
宋
・
明
代
に
は
、
彫
版
印
刷
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
、
書
物
の
編
纂
と
出

版
が
大
き
く
発
展
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
唐
宋
以
降
、
科
挙
制
度
の
一
般
化
に
よ
っ
て
、

科
挙
受
験
の

た
め
に
古
書
を
抄
録
し
た
類
書
が
続
々
と
出
版
さ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
明

代

に
は
手
工
業
と
商
品
経
済
の
発
展
に
よ
っ
て
、
市
民
階
層
が
拡
大
し
、
皇
帝
・
士
大
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

の
ほ

か

に
、
庶
民
も
類
書
の
読
者
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
類
書
の
発
展
期
、
明
代
に
『
三
才
図
会
』
は
王
折
、
王
思
義
父
子
に
よ
っ

て

編
纂
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
父
の

王
折
は

嘉
靖
四
四

年
（
一
五
六
五
）
に
殿
試
に
合
格
し
、
学
問
を
好
み
、
著
書
に

は
『
三
才
図
会
』
以
外
に
『
続
文
献
通
考
』
『
稗
史
類
編
』
『
雲
間
海
防
志
』
『
東
呉
水
利

考
』
等
が
あ
る
。
子
の
王
思
義
に
も
、
『
香
雪
林
集
』
『
宋
史
纂
要
』
等
の
著
書
が
あ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
は
父
子
の
合
作
で
、
万
暦
三
五
年
（
一
六
〇
七
）
に
完
成
し
、
同
三
七

年
　
（
1
六
〇
九
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
『
三
才
図
会
』
の
構
成
は
、
ま
ず
、
宇
宙
全
般
を
天

人
地

の

「
三
才
」
、
す
な
わ
ち
「
天
」
部
、
　
F
地
」
部
、
「
人
」
部
に
分
類
す
る
。
さ
ら

に
、
こ
れ
を
十
四
の
小
部
門
に
分
け
て
、
「
天
」
部
は
「
天
文
」
四
巻
、
「
地
」
部
は
「
地

理
」
十
六
巻
、
「
人
」
部
は
「
人
物
」
十
四
巻
・
「
時
令
」
四
巻
∴
宮
室
」
四
巻
・
「
器

用
」
十
1
1
＊
p
　
・
r
身
体
」
七
巻
・
「
衣
服
」
三
巻
・
「
人
事
」
十
巻
・
「
儀
制
」
八
巻
・
「
珍

宝
」
二
巻
・
「
文
史
」
四
巻
・
「
鳥
獣
」
六
巻
・
「
草
木
」
十
二
巻
か
ら
成
る
。

　
r
天
文
」
「
地
理
」
「
人
物
」
は
父
の
王
折
の
撰
で
あ
り
、
「
時
令
」
以
下
は
す
べ
て
子
の

一
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王
思
義
の
手

に
な
る
。
王
思
義
は
、
全
体
の
校
正
作
業
も
行
っ
た
。

　
『
三
才
図
会
』
は
、
各
項
目
を
解
説
文
と
図
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
そ
の
配
置
は
、
左

に

図
・
右
に
文
、
も
し
く
は
上
に
文
・
下
に
図
と
い
う
体
裁
を
と
る
。
全
一
〇
六
巻
に
収

録

し
た
挿
絵
は
、
六
一
二
五
図
に
及
ぶ
。
挿
絵
を
多
く
使
用
し
て
図
像
に
重
点
を
置
く
の

は
、
本
書
の
最
大
の
特
徴
と
さ
れ
る
。

　
王
折

は
『
三
才
図
会
』
「
自
序
」
に
お
い
て
、
図
像
の
も
つ
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に

述
べ
て
い
る
。

　
図
画
所
以
成
造
化
、
助
人
倫
、
窮
万
変
、
測
幽
微
、
蓋
甚
哉
o
　
（
図
画
は
造
化
を
成

し
、
人
倫
を
助
け
、
万
変
を
窮
め
、
幽
微
を
測
る
所
以
に
し
て
、
蓋
し
甚
だ
し
き
か
な
。
）

　
王
折

に
と
っ
て
、
「
図
画
」
と
は
人
間
の
倫
理
を
た
も
ち
、
宇
宙
の
奥
義
を
究
明
す
る

重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。
王
折
は
、
当
時
の
図
像
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

嘆
い
て
い
る
。

　
今
、
書
可
汗
牛
、
而
図
不
堪
飽
。
（
今
、
書
は
汗
牛
た
る
べ
き
も
、
而
も
図
は
飽
く
に

堪
え
ず
。
）

　
当
時
、
膨
大
な
書
物
が
編
纂
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
書
物
の
中
に
図
像
が
収

録
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
画
像
が
重
視
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
、
王

折
は
憂
慮
し
て
、
『
三
才
図
会
』
の
編
纂
方
針
を
、
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
図
絵
以
勒
之
干
先
、
論
説
以
綴
之
干
後
、
図
與
書
相
為
印
証
。
（
「
図
絵
」
は
之
を
勒
す

る
を
以
て
先
と
し
、
F
論
説
」
は
之
を
綴
る
を
以
て
後
と
し
、
「
図
」
と
「
書
」
と
、
相
ひ

印
証
と
為
す
。
）

　
こ
の
た
め
、
『
三
才
図
会
』
で
は
、
「
図
」
を
先
に
掲
出
し
、
F
書
」
、
す
な
わ
ち
説
明
文

を
後
に
記
す
。
「
図
」
は
補
助
的
な
役
割
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
文
章
と
同
じ
よ
う

に
事
物
を
説
明
す
る
主
役
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
図
像
の
源
流
、
出
典
に
つ
い
て
、
王
折
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
余
、
少
年
従
事
鉛
菓
、
即
艶
羨
図
史
之
学
。
凡
磯
衡
、
地
域
、
人
物
諸
象
絵
靡
不
兼

収
、
而
季
児
思
義
頗
亦
棲
心
往
牒
、
広
加
蒐
輯
、
図
益
大
備
。
（
余
、
少
年
に
し
て
鉛
菓

に
従
事
し
、
即
ち
図
史
の
学
を
艶
羨
す
。
凡
そ
磯
衡
、
地
域
、
人
物
の
諸
象
の
絵
は
兼
ね

て

収
め

ざ
る
こ
と
靡
く
、
而
し
て
季
児
の
思
義
は
頗
る
亦
心
に
棲
み
牒
を
往
き
、
広
く
蒐

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ま
す

輯
を
加
へ
、
図
は
益
大
い
に
備
は
る
。
）

　
王
折

は
幼
い
頃
か
ら
「
図
史
之
学
」
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

た
。
ま
た
、
天
下
の
万
物
を
網
羅
す
べ
く
、
意
識
的
に
図
像
の
収
集
に
力
を
入
れ
た
。
子

の

王
思
義
も
、
父
の
志
を
継
い
で
図
像
を
収
集
し
た
o
g
X
子
1
　
I
人
の
数
十
年
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
、
『
三
才
図
会
』
に
は
数
多
く
の
図
像
が
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
、
『
三
才
図
会
』
の
日
本
へ
の
伝
来
と
そ
の
影
響

　
王

折
、
王
思
義
父
子
の
撰
に
な
る
『
三
才
図
会
』
は
、
明
代
、
広
く
流
布
し
た
。
愈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ね

陽
氏

に
よ
る
と
、
『
三
才
図
会
』
に
は
三
種
類
の
版
本
が
あ
る
。
ま
た
、
大
庭
脩
氏
の
研

究
に
よ
れ
ば
、
『
三
才
図
会
』
は
寛
永
十
六
年
（
＝
ハ
三
九
）
に
、
初
め
て
日
本
に
伝
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

し
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
し
ば
し
ば
輸
入
さ
れ
、
日
本
の
絵
入
り
百
科
事
典

に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
、
日
本
最
初
の
絵
入
り
百
科
事
曲
ハ
で
あ
る
中
村
蜴
斎
撰
『
訓

蒙
図
彙
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
『
訓
蒙
図
彙
』
二
十
巻
は
、
「
天
文
」
「
地
理
」
「
人
物
」
以
下

十
七
部
か
ら
成
り
、
収
録
す
る
項
目
数
は
一
四
八
四
項
目
を
数
え
、
1
つ
の
項
目
に
各
一

図
を
配
し
て
短
い
解
説
を
付
す
。
解
説
を
付
け
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
『
訓
蒙
図
彙
』
「
凡
例
」
に
は
、
そ
の
引
用
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
引
証
ノ
之
図
書
、
漢
－
字
ハ
、
以
三
二
ー
才
－
図
－
会
、
農
ー
政
ー
全
－
書
及
ヒ
諸
－

　
　
家
ノ
本
草
ノ
之
図
ー
説
一
ヲ
為
レ
主
ト
。
（
引
証
の
図
書
、
漢
字
は
『
三
才
図
会
』
『
農
政

　
　
全
書
』
、
及
び
諸
家
の
本
草
の
図
説
を
以
て
主
と
為
す
。
）

　
こ
こ
に
書
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
三
才
図
会
』
が
『
訓
蒙
図
彙
』
の
主

要

な
出
典
と
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
『
三
才
図
会
』
は
、
画
期
的
な
日
本
の
絵
入

り
百
科
事
典
『
訓
蒙
図
彙
』
を
生
み
出
す
母
胎
と
し
て
働
い
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
『
訓
蒙
図
彙
』
刊
行
の
四
十
六
年
後
の
正
m
p
l
l
u
r
　
（
1
七
一
二
）
、
日
本
最
大

の
絵
入

り
百
科
事
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
完
成
す
る
。
林
羅
山
の
孫
に
あ
た
る
朝
散
大

夫
大
学
頭
藤
原
信
篤
（
林
鳳
岡
）
は
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
「
序
文
」
に
お
い
て
、
こ
れ
を

高
く
評
価
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
翰
－
林
－
院
編
－
修
記
ー
注
起
ー
居
玉
ー
峰
ノ
顧
乗
謙
ヵ
所
ノ
レ
撰
三
ー
才
ー
図
ー

　
　
会
、
行
レ
ニ
於
世
三
便
ア
ル
「
二
干
用
三
尚
シ
g
矢
。
顧
レ
ハ
ニ
其
ノ
為
ル
フ
ヲ
一
レ
書
、
上
自
リ
ニ
天

　
　
ー
文
一
下
至
リ
i
l
f
f
　
＿
a
v
i
l
1
、
中
及
ヒ
ニ
人
－
物
三
、
妾
ク
逮
フ
ニ
器
ー
用
．
時
－
令
． 一
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宮
－
室
・
身
ー
彊
・
衣
－
服
・
人
－
事
・
文
－
史
・
珍
－
宝
・
禮
ー
制
一
l
　
1
、
細
ニ
メ

　
　
ハ
而
夫
－
喬
、
蓑
．
三
ハ
而
羽
ー
毛
鱗
－
介
o
経
ー
史
子
ー
集
及
ヒ
稗
－
官
小
－
史
ノ
所

　
　
レ
載
ス
ル
、
靡
シ
レ
不
ト
云
フ
ニ
妾
ク
捜
リ
逝
二
覧
一
。
字
－
櫛
・
句
－
比
・
区
ー
分
・
櫨
－
列

　
　
務
テ
極
ル
ニ
其
耳
－
目
ノ
之
所
レ
加
、
神
ー
識
ノ
之
所
ヲ
一
レ
詰
ル
者
也
。
（
翰
林
院
編
修
記

　
　
注
起
居
玉
峰
の

顧
乗
謙
が
撰
す
る
所
の
『
三
才
図
会
』
、
世
に
行
は
れ
用
に
便
あ
る

　
　
こ
と
、
尚
し
。
其
の
書
を
為
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
上
は
「
天
文
」
よ
り
下
は
「
地

　
　
理
」
に
至
り
、
中
は
「
人
物
」
に
及
び
、
傍
く
「
器
用
」
「
時
令
」
「
宮
室
」
「
身

　
　
饅
」
「
衣
服
」
「
人
事
」
「
文
史
」
「
珍
宝
」
「
禮
制
」
に
逮
ぶ
。
細
に
し
て
は
天
喬
、

　
　
議

に
し
て
は
羽
毛
鱗
介
。
経
史
・
子
集
及
び
稗
官
・
小
史
の
載
す
る
所
、
妾
く
捜
り

　
　
逝

に
覧
ざ
る
と
言
ふ
こ
と
靡
し
。
字
櫛
・
句
比
・
区
分
・
櫨
列
、
務
て
其
の
耳
目
の

　
　
加
ふ

る
所
、
神
識
の
詰
る
所
を
極
む
る
者
な
り
。

　
さ
ら
に
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
撰
者
・
寺
島
良
安
は
「
自
序
」
に
お
い
て
、
『
和
漢
三

才
図
会
』
と
『
三
才
図
会
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
函
ー
丈
和
ー
気
法
ー
眼
仲
－
安
、
謂
レ
予
二
日
ク
、
劉
－
完
－
素
有
レ
言
ヘ
ル
r
、
欲
ル
レ

　
　
為
ン
ト
レ
医
ヲ
者
ハ
、
上
知
リ
ニ
天
ー
文
ヲ
一
、
下
知
リ
ニ
地
ー
理
ヲ
一
、
中
知
リ
ニ
人
ー
事
ヲ
一
、

　
　
三
ノ
者
倶
二
明
ニ
メ
、
然
メ
後
可
三
以
語
ル
ニ
人
ノ
之
疾
－
病
ヲ
1
0
不
レ
然
一
フ
、
則
如
二
無
メ
レ

　
　
目
夜
－
遊
、
無
メ
レ
足
登
－
渉
ス
ル
カ
l
也
。
予
聴
テ
ニ
師
之
教
ー
誰
ヲ
一
、
拳
拳
服
麿
ス
。

　
　
因
レ
弦
不
レ
顧
二
不
－
敏
ヲ
一
、
執
ル
ニ
薬
－
匙
ヲ
一
之
暇
二
、
渉
二
猟
和
ー
漢
之
昔
↑
巻
ヲ

　
　
一
、
夏
二
求
ス
ル
コ
耳
－
学
ロ
ー
碑
ノ
之
者
ヲ
一
、
凡
三
十
有
余
ー
年
。
有
二
所
ー
謹
一
者
靡

　
　
レ
不
ト
云
フ
下
畢
ク
記
中
其
要
ー
領
上
、
有
二
形
色
一
者
、
各
為
メ
ニ
書
丁
図
ヲ
一
、
方
二
今
書
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
フ
ア
ソ
ラ
フ

　
　
ッ
テ
百
－
五
－
巻
。
概
擬
二
王
ー
氏
ノ
三
才
図
ー
〈
A
i
i
］
也
o
　
（
函
丈
和
気
法
眼
仲
安
、

　
　
予

に
謂
ひ
て
曰
く
、
F
劉
完
素
言
え
る
こ
と
有
り
、
医
を
為
さ
ん
と
欲
す
る
者
は
、

　
　
上

は
天
文
を
知
り
、
下
は
地
理
を
知
り
、
中
は
人
事
を
知
り
、
三
者
倶
に
明
ら
か
に

　
　
し
て
、
然
し
て
後
、
以
て
人
の
疾
病
を
語
る
べ
し
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
目
無
く
し

　
　
て

夜
遊
し
、
足
無
く
し
て
登
渉
す
る
が
如
き
な
り
」
と
。
予
、
師
の
教
誰
を
聴
き

　
　
て
、
拳
拳
服
鷹
す
。
弦
に
因
り
て
、
不
敏
を
顧
み
ず
、
薬
匙
を
執
る
の
暇
に
、
和
漢

　
　
の

黄
巻
を
渉
猟
し
、
耳
学
・
口
碑
の
者
を
夏
求
す
る
こ
と
、
凡
そ
三
十
有
余
年
。
所

　
　
誼
有

る
者
は
畢
く
其
の
要
領
を
記
さ
ざ
る
と
云
ふ
こ
と
靡
く
、
形
色
有
る
者
、
各
画

　
　
図
を
為
し
て
、
方
に
今
、
書
成
っ
て
百
五
巻
。
概
ね
王
氏
の
『
三
才
図
会
』
に
擬
ふ

　
　
な
り
。
）

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』
編
纂
の
動
機
は
、
師
の
和
気
仲
安

に

「医
者
に
な
る
た
め
に
は
天
地
人
の
「
三
才
」
を
全
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
教
え
ら
れ
た
の
で
、
三
十
余
年
を
か
け
て
資
料
を
収
集
し
、
F
耳
学
」
「
ロ
碑
」
の
知
識

を
積
み
重
ね
て
、
明
の
『
三
才
図
会
』
に
倣
っ
て
『
和
漢
三
才
図
会
』
を
編
纂
し
た
と

い
う
。
『
三
才
図
会
』
は
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
編
纂
の
模
範
と
な
り
、
『
和
漢
三
才
図

会
』
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

三
、
『
三
才
図
会
』
か
ら
『
和
漢
三
才
図
会
』
へ

　
寺
島
良
安
は
『
三
才
図
会
』
の
「
三
才
」
の
分
類
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
『
三
才
図

会
』
の
「
三
才
」
の
順
序
が
天
・
地
・
人
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
和
漢
三
才
図
絵
』
で

は

「
三
才
」
の
順
序
は
天
・
人
・
地
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢

三
才
図
会
』
の
構
成
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。

　
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
『
三
才
図
会
』
同
様
、
全
体
を
天
人
地
の
「
三
才
」
、
天
部

（巻
一
～
六
）
、
人
部
（
巻
七
～
五
三
）
地
部
（
巻
五
四
～
百
五
）
に
分
類
し
、
和
漢
の

事
物
を
収
載
す
る
。
さ
ら
に
、
「
三
才
」
の
下
位
分
類
と
し
て
、
「
天
文
」
「
人
倫
」
か
ら

F禽
獣
」
「
草
木
」
に
い
た
る
百
五
の
部
類
に
分
け
、
掲
出
項
目
は
五
一
八
一
に
お
よ
ぶ
。

　
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類
は
、
『
三
才
図
会
』
の
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（1
）　
T
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類

　
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類
は
、
『
三
才
図
会
』
の
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
表
1
は
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
部
立
を
基
準
と
し
て
、
『
三
才
図
会
』
の
部
立
と
分
類

を
対
照
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
書
の
構
成
は
異
な
っ
て
お
り
、
厳
密
に
は
対
応
し

な
い
点
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
類
似
す
る
も
の
を
対
照
し
て
示
し
た
o

　
表
1
か
ら
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
両
者
の
概
念
階
層
の
ち
が
い
で
あ
る
。
『
三
才
図
会
』
天
・
地
・
人
の
r
三

才
」
を
十
四
の
類
に
分
け
、
そ
の
下
位
分
類
に
は
ほ
と
ん
ど
部
立
の
名
称
を
付
さ
な
い
。

一
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表
1
・
『
和
漢
三
才
図
会
』

と

『三
才
図

会
』
の
部
立
と
分
類

『和
漢
三
才
図
会
』

『三
才
図
会
』

天

1
天
部
、
2
天
文
、
3
天
象
類
4
時
候
類
、
5
暦
占
類
、
6
暦
択
日
神

天

天
文
四

巻

巻
一
～
四
天
文

人

時
令
四
巻

巻
一
～
四
時
令

人

人
倫

7
人
倫
、
8
親
属

人
物
十
四

巻

巻
一
～
十
四
人
物

9
官
位
1
0
人
倫
之
用

人
事
十
巻

巻
一
～
十
人
事

H
経
絡
、
1
2
支
題

身
体
七
巻

巻
一
～
七
身
体

13

異
国

人
物
、
1
4
外
夷
人
物

人
物
十
四

巻

巻
一
～
十
四
人
物

15

芸
財
、
1
6
芸
能
、
1
7
嬉
戯
類

人

事
十
巻

巻
一
～
十
人
事

18
楽
器
、
1
9
神
祭
佛
旦
ハ

器
用
十
二
巻

巻
三
楽
器
類

兵
器

20

兵
器
防
備
、
2
1
兵
器
征
伐

巻
六

～
八
兵
器
類

22
刑

魚
猟
具
、
2
4
百
工
旦
ハ
、
2
5
容
飾
旦
ハ
、
2
6
服
玩
旦
ハ
、

巻十
二
什
器
類
巻
五
車
輿
類
・
漁
類
巻
十
二
什
器
類

絹
布
衣
服
類

27

絹
布
、
2
8
衣
服
、
2
9
冠
帽
、
3
0
履
機

衣
服
三
巻

巻
一
～
三
衣
服

31

庖
厨
具

器
用

十
二
巻

巻
一
古
器
、
巻
二
古
器
類

32
家
飾

車駕
具
、
3
4
船
橋
類
3
5
農
具
3
6
女
工
具

巻

一
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37
畜

類
、
3
8
獣
類
、
3
9
鼠
類
、
⑳
寓
類

鳥
獣
六
巻

巻
三

～
四
獣
類

禽
類

41

水
禽
、
4
2
原
禽
、
4
3
林
禽
、
坐
山
禽

巻
一
～
二
鳥
類

龍
蛇
部

45
龍
蛇
類

巻
五
～
六
鱗
介
類

介
甲
部

46
介

甲
墨
、
4
7
介
甲
馨

魚
部

鵠
有
鱗
魚
河
湖
、
4
9
有
鱗
魚
江
海
、
5
0
無
鱗
魚
河
湖
、
5
1
無
鱗
魚
江
海

虫
部

52
卵
生
轟
、
5
3
化
生
轟
、
5
4
湿
生
轟

地

55
土
地

類
、
5
6
山
類
、
5
7
水
類
、
5
8
火
類

地

地
理
十
六
巻

巻
一
～
十
六
地
理

金
石
部

59
金

類
、
6
0
玉
石
類
、
6
1
雑
石
類

人

珍
宝
二
巻

巻
一
～
二
珍
宝

62

～
6
3
中
華
、
6
4
～
8
0
日
本
地
理

地

地
理
十
六
巻

巻
一
～
十
六
地
理

81

家
宅
類

人

宮
室
四
巻

巻
一
～
四
宮
室

木
部

82
香
木
類
、
8
3
喬
木
類
、
M
灌
木
類
、
8
5
寓
木
類
附
リ
苞
木

人

草
木
十
二
巻

巻
八
～
九
木
類
、

果
部

86

五
果
類
、
8
7
山
果
類
、
8
8
夷
果
類
、
8
9
味
果
類
、
9
0
蔵
果
類
、
9
1
水
果
類

巻
十
一
菓
類
・
穀
類

草
類

92山
草
類
薬
。
叩
、
9
3
芳
草
類
、
9
4
本
末
湿
草
類
、
9
5
毒
草
類
、
9
6
蔓
草
類
、
9
7
水
草
類
、
9
8
石
草
類
、
9
9
章
草
類

巻
一
～
七
草
類

皿
菰
菜
類
、
皿
芝
桶
類
、
皿
柔
滑
類
、

巻
十
疏
類

穀
寂
類

㎜
穀
類
、
岨
寂
豆
類

巻
十
一
菓
類
・
穀
類

皿
造
醸

×

×

X

巻
十
二
花
卉
類

×
×

儀
制
八
巻

巻
一
～
八
儀
制

文
史
四
巻

巻
一
易
図
・
附
擬
玄
図
・
皇
極
経
世
図
、
巻
二
詩
経
図
・
書
経
図
・
礼
記
図
・
周
礼
図
、
巻
三
春
秋
図
・
廻
文
図
・
詩
除
図
譜
上
、
巻
四
詩
飴
図
譜
中
・
下

一
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た
だ
し
、
「
器
用
」
「
文
史
」
「
鳥
獣
」
「
草
木
」
の
四
類
に
限
っ
て
は
、
例
え
ば
「
器
用
」

の

「巻
一
古
器
」
「
巻
二
古
器
類
」
「
巻
三
楽
器
類
」
の
よ
う
に
部
立
の
名
称
を
記
す
。
こ

れ
に

対

し
て
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
天
・
人
・
地
の
「
三
才
」
を
1
0
五
の
部
類
に
分

け
、
そ
の
下
位
階
層
に
「
部
」
「
類
」
の
部
立
の
名
称
を
付
す
。

　
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
部
」
「
類
」
と
い
う
分
類
概
念
は
、
全
巻
を
通
し
て
統
一
さ
れ

て

い

る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
階
層
が
整
合
性
を
も
た
な

い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
相
田
満
氏
の
指
摘
が
あ
る
。

　
整
斉
さ
れ
た
階
層
関
係
で
貫
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
必
ず
し
も
行
儀
の
い
い
も

の

と
は
い
え
な
い
。
「
部
」
や
r
類
」
と
い
っ
た
も
の
が
き
ち
ん
と
巻
々
の
冒
頭
に
階
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　

的
整
合
さ
れ
て
配
列
さ
れ
て
い
な
い
。

　
第
二
に
、
両
者
の
最
も
上
位
の
分
類
概
念
「
天
」
「
地
」
「
人
」
は
、
大
き
く
異
な
る
。

巻
数
の
比
率
を
み
る
と
、
『
三
才
図
会
』
の
「
天
」
「
地
」
「
人
」
の
巻
数
の
比
率
は
4
　

1
6
　
8
6
で
あ
る
。
一
方
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
「
天
」
「
人
」
「
地
」
の
巻
数
の
比
率
は

6
　
5
1
　
狙
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
天
」
「
地
」
「
人
」
の
概
念
、
ひ
い
て
は
部
立
の
構
成
の
ち
が
い
で
あ
る
。

　
『
三
才
図
会
』
「
天
」
部
は
四
巻
、
部
立
は
「
天
文
」
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
和

漢
三
才
図
会
』
「
天
」
部
は
六
巻
、
そ
の
部
立
と
内
容
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の

範
疇

は
広
範
に
お
よ
ぶ
。

　
「
天
文
」
1
天
部
、
2
天
文
、
3
天
象
類
、

　
F
時
令
」
4
時
候
類
、
5
暦
占
類
、
6
暦
択
日
神

　
『
三
才
図
会
』
「
人
」
部
の
「
草
木
十
二
巻
」
「
宮
室
四
巻
」
「
珍
宝
二
巻
」
を
、
『
和
漢

三
才
図
会
』
は
す
べ
て
「
地
」
部
に
分
類
す
る
。
ま
た
、
『
三
才
図
会
』
「
人
」
部
「
儀
制

八
巻
」
「
文
史
四
巻
」
は
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
相
当
す
る
部
立
は
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
両
書
の
コ
ニ
才
」
の
概
念
と
部
立
の
構
成
は
異
な
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
表
1
『
三
才
図
会
』
「
人
事
十
巻
」
「
器
用
十
二
巻
」
「
地
理
十
六
巻
」
に
示

し
た
よ
う
に
、
両
者
の
部
立
の
配
列
は
異
な
る
。

　
例
え
ば
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
「
人
」
部
に
は
、
第
二
階
層
の
部
立
名
が
な
い
。
7
「
人

倫
」
、
o
o
F
親
属
」
、
9
r
官
位
」
は
、
『
三
才
図
会
』
「
人
物
十
四
巻
」
に
対
応
す
る
。
1
0

F人
倫
之

用
」
は
『
三
才
図
会
』
「
人
事
十
巻
」
、
H
「
経
絡
」
、
1
2
F
支
農
」
は
『
三
才

図
会
』
「
身
体
七
巻
」
、
1
3
「
異
国
人
物
」
、
1
4
F
外
夷
人
物
」
は
、
『
三
才
図
会
』
「
人
物

十
四
巻
」
に
対
応
す
る
。

　
さ
ら
に
、
両
者
の
部
立
の
巻
数
は
大
き
く
異
な
る
。
例
え
ば
、
『
三
才
図
会
』
「
身
体
」

は
七
巻
で
あ
る
が
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
は
「
身
体
」
に
該
当
す
る
部
立
が
な
く
、
F
経

絡
」
「
支
髄
」
二
巻
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
『
三
才
図
会
』
を
主
た
る
典
拠
と
し
な
が
ら
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
構

成
、
部
立
の
配
列
は
、
『
三
才
図
会
』
と
は
大
き
く
異
な
る
点
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
の
配
置

　
『
三
才
図
会
』
と
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
項
目
内
の
記
事
の
配
置
も
異
な
る
。
『
三
才

図
会
』
は
左
が
図
・
右
が
文
、
も
し
く
は
上
が
文
・
下
が
図
と
い
う
配
置
で
あ
る
が
、

『和
漢
三
才
図
会
』
「
凡
例
」
は
配
置
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ル
シ

　
　
物
－
物
図
ニ
メ
形
－
状
i
ヲ
、
書
二
名
－
目
一
ヲ
、
下
二
記
ニ
シ
異
－
名
一
ヲ
、
右
ノ
傍
以
ニ
テ
倭

　
　
　
　
ツ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
タ
　
カ
　
ナ

　
　
字
一
ヲ
著
二
和
ー
名
一
ヲ
、
左
ノ
傍
二
以
二
偏
假
ー
字
一
ヲ
、
附
ニ
テ
唐
ー
音
一
ヲ
、
令
二
下
メ
童
ー

　
　
蒙
一
ヲ
易
上
レ
ヵ
l
フ
見
。
（
物
物
は
形
状
を
図
し
て
、
名
目
を
書
し
、
下
に
異
名
を
記
し
、

　
　
右
の
傍
に
倭
字
を
以
て
和
名
を
著
け
、
左
の
傍
に
偏
假
字
を
以
っ
て
唐
音
を
附
け
、

　
　
童
蒙
を
し
て
見
易
か
ら
し
む
）

　
r
凡
例
」
に
よ
れ
ば
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
は
、
図
像
を
右
上
に
配
置
し
、
図
像
の
下
に

r名
目
（
掲
出
語
）
」
を
記
し
、
そ
の
下
に
異
名
、
右
傍
に
和
名
を
か
な
で
示
し
、
左
傍
に

唐
音
を
付
す
。
類
義
語
等
を
付
す
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
左
に
種
類
・
産
地
・
用
途
等

の

解
説

を
施
す
。
こ
う
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
項
目
の
配
置
は
、
『
三
才
図
会
』
の

形
式

を
踏
襲
せ
ず
、
前
例
の
な
い
独
自
の
様
式
と
な
っ
て
い
る
。

（1iD　
r
和
漢
三
才
図
会
』
の
以
呂
波
順
「
小
目
録
」

　
『
和
漢
三
才
図
会
』
最
終
巻
「
尾
」
一
巻
に
は
、
い
ろ
は
順
の
「
小
目
録
」
一
巻
が
付

さ
れ
て
る
。
こ
の
よ
う
な
目
録
は
『
三
才
図
会
』
に
は
な
い
。
こ
の
「
小
目
録
」
に
つ
い

て
、
寺
島
良
安
は
「
凡
例
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
従
来
の
分
類
方
法
で
は
分
類
し
に
く

い
項
目
の
扱
い
方
を
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
ヒ
シ
ン
サ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ツ
レ
カ
タ
キ

　
若
下
キ
麗
春
花
ハ
則
入
ニ
リ
穀
－
部
二
、
阿
ー
仙
－
薬
則
入
ニ
ル
晶
－
部
一
二
之
類
上
、
甚
塵
巨
レ

一
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カ

ン
カ
ヘ
ヲ
ホ
シ

叶
者
衆
、
別
二
有
二
一
－
巻
ノ
小
目
－
録
、
用
ニ
テ
以
ー
呂
ー
波
假
ー
字
類
ー
字
i
ヲ
便
ニ
リ
ス
子

1
ー
覧
一
，
l
o
　
（
r
麗
春
花
」
は
則
ち
「
穀
」
部
に
入
り
、
「
阿
仙
薬
」
は
則
ち
「
轟
」
部
に

入

る
の
類
の
若
き
、
甚
塵
に
乱
へ
難
き
者
衆
し
。
別
に
一
巻
の
「
小
目
録
」
有
り
、
以
呂

波
・
假
字
・
類
字
を
用
ひ
て
、
一
覧
に
便
と
す
）

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
麗
春
花
」
を
「
穀
」
部
に
、
「
阿
仙
薬
」
を
晶
部
に
配
し
た
。
『
和

漢
三

才
図
会
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
分
類
し
に
く
い
も
の
が
多
い
の
で
、
読
者
が
利
用
し

や

す
い
よ
う
に
、
い
ろ
は
順
の
索
引
「
小
目
録
」
を
一
巻
作
っ
た
と
い
う
。

　
F
小
目
録
」
は
全
体
を
「
乾
坤
」
「
人
物
」
「
肢
体
」
「
気
形
」
「
食
服
」
「
器
財
」
「
金

石
」
「
草
木
」
の
八
類
に
分
け
、
各
類
は
い
ろ
は
順
で
項
目
を
配
す
る
。
マ
テ
ィ
ア
ス
・

ハ
イ
エ
ク
氏
は
『
和
漢
三
才
図
会
』
が
い
ろ
は
順
を
採
用
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ

う
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　

こ
の
小
目
録
こ
そ
、
本
書
と
『
三
才
図
会
』
の
根
本
的
な
相
違
点
で
あ
り
、
本
書
最
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
フ
リ

の
特
徴
の
一
つ
と
も
い
え
る
。

　

こ
の
い
ろ
は
順
の
配
列
の
先
例
は
、
平
安
末
期
の
分
類
体
の
古
辞
書
『
色
葉
字
類
抄
』

に
も
見
ら
れ
、
日
本
独
自
の
類
書
の
分
類
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

む
す
び

　
寺
島
良
安
は
『
三
才
図
会
』
を
範
と
し
て
、
日
本
最
大
の
絵
入
り
百
科
事
典
『
和
漢
三

才
図
会
』
を
編
纂
し
た
o
以
上
、
『
三
才
図
会
』
に
対
し
て
、
そ
れ
と
は
異
な
る
『
和
漢

三
才
図
会
』
の
特
徴
を
確
認
し
て
き
た
。

　
両
書
は
と
も
に
「
天
」
　
r
地
」
　
r
人
」
の
「
三
才
」
の
も
と
に
、
森
羅
万
象
を
網
羅
す
る

が
、
「
天
」
「
地
」
　
r
人
」
の
概
念
、
範
疇
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
こ
れ
を
反
映
し
て
、
両

書
全
体
の

分
類
と
部
立
の
配
列
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
両
書
は
同
じ
く
図
像
を
重
視
し
て
い
る
が
、
図
の
配
置
と
本
文
の
配
置
も
異
な

る
。　

さ
ら
に
、
日
本
の
「
三
才
図
会
」
を
め
ざ
し
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
最
大
の
特
徴

は
、
巻
末
に
い
ろ
は
順
の
「
小
目
録
」
を
設
け
て
、
日
本
の
古
辞
書
の
分
類
法
を
採
用
し

た

点
に
顕
著
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
、
『
和
漢
三
才
図
会
』
の
分
析
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　4

V
写写↑注
　　　　V　　　　

（5
）

（6
）

（7
）

『四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（
河
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）

『中
国
古
籍
総
目
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
u
r
十
1
l
月
）

張
雲
瑳
「
中
国
類
書
的
発
展
歴
程
」
（
斉
斉
恰
ホ
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
、

二
〇

〇

四
年
一
月
）

愈
陽
「
『
三
才
図
会
』
研
究
」
復
旦
大
学
　
碩
士
論
文
（
古
典
文
献
学
）
（
1
1
0
0
三

年
）
を
参
照
。
『
三
才
図
会
』
の
伝
本
に
は
、
明
代
万
暦
三
七
年
（
一
六
〇
九
）

「
男
思
義
校
正
」
本
、
明
代
崇
禎
年
間
（
一
H
〈
1
1
八
～
　
H
ハ
四
四
）
　
F
曽
孫
爾
賓
重

校
」
本
、
清
代
康
煕
年
間
（
一
六
六
二
～
一
七
二
二
）
「
潭
濱
黄
晟
東
曙
氏
重
校
」

本
の

三
種
類
が
あ
る
。

大
庭
脩

『船
載
書
目
』
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、
一
九
七
二
年
一
月
）
を
参

照
。
寛
永
十
六
年
（
＝
ハ
三
九
）
か
ら
『
三
才
図
会
』
が
続
々
と
日
本
に
伝
来
し

た
。相

田
満
『
和
漢
古
典
学
の
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）

マ

テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
『
近
世
日
本
の
百
科
思
想
の
芽
生
え
ー
和
漢
三
才
図
会

の

構
成
と
出
典
の
一
考
察
1
』
（
『
集
と
断
片
　
類
聚
と
編
纂
の
日
本
文
化
』
、
勉
誠

出
版
、
二
〇
一
四
年
六
月
）
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